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米 国 で 感 じ考 え た こ と (1)

75年夏,着任して間も無い私だったが,諸先生方

の御理解を得て,米国研修の機会を持つ事ができた

渡航の目的には大きくは2つあった。ひとつは米国

のGroup Approachに 多大な貢献をし,研究と

実践活動のメッカと言われているEsalen lnst_

itute招 きのもとに,こ こで約 1ケ 月余りの夏季研

修に参加する事であった。第 2の 目的は,私が研究

を続けている理論の創始者であるCarl.R.Rogers

が主催する16日 間のWorkS hopに 参加する事であ

った。 このWorkshop lま t Person_C entered

Approach"と 名づけられ,こ の年から始まった新

しい形体を持った学会のようであり,相互の研究成

果,問題点,新 しい方向のコミュニケーションが行

なわれた。そればかりでなく,それらの研究成果が

経験的レベルで実践的に,あ るいは実験的に吟味さ

れ,さ らにそれぞれの実社会のコミュニティにそれ

らがいかに実現され得るかという事までが問題にさ

れる,極めて独創的な集会であった。第 1回 目の会

であったにもかかわらず,10数ケ国の参加者が200

名近く参集し,寝食を共にして16日 間を討論と実験

的試みに費した。今後の楽しみな会であるように思

う。このWorkshopに 関しては, 日本精神技術研究

所を通じて報告を行なう事になっている。E salen

に関しても何らかの形で報告の機会を持ちたいと考

えている。

これら研究所や研究会の活動とは別に ,私は同世

代の人々の生活を覗いたり,学生と話をする機会に

も種々恵まれた。その中で私が感じ考えた事をここ

では,私 ,の相談室活動との関連の上で書いてみたい。

あるきっかけで,私は私とちょうど同年齢のマイ

ケルという男と交遊を持つ事になった。彼は他の友

人 3人 と貸家のワンフロアー (one floor)を 借

りて住んでいたが,私と妻にそこの合鍵を作ってく

れて,その住居をいつでも自由に訪れ利用する事を

許してくれたのである。私達はシスコ滞在中,情報

が欲 しい時,ひまな時にはよくそこを訪ねて,話を

したり,パーティに入れてもらったりしていた。ア

パートはワンフロアーで 5部屋とD.K.等 々のつい

た広いものだったが,中流より低い程度のもので ,

彼ら住人は自分達をブルーワーカーだと称 していた

そこを気楽に訪ねるようになって,いつものよう

にそこにたむろしていると,住 人の一人ジョーが ,

1年仕事に行っていたニューヨークから帰って来た。

1週間もすれば今度はロスに行くという。型通りの

会話が済むと彼は私に「お前はどんな仕事をしてい

るのか」と聞いてきた。私が何の抵抗もなく「大学

に勤めている」と言ったところ,彼はしばらく黙っ

て何か不思議そうな顔をしながら,「お前は定職を

持っているのか」と聞くのである。私には彼の感 じ

ている事がよく分らなかった。アメリカは不況で仕

事があまりなくて,私が定職を持っている事にうら

やましさを感 じているのかと,い ささかうがった考

えも湧いて来た。私は聞いてみた。「お前は定職を

持っていないのか,こ れまで定職についていた事は

あるのか,ないのか。」 彼はあっさり,実にあっさ

りと応えるのである。「持っていない。仕事はいろ

いろするが,定職ではない。」 あまりにあっさりと

言 いのけてくるので,今度は私の方が不思議な顔を

する番になった。どうも不況で仕事がないと言う事

ではないようだった。そればかりか,ジ ョーの話か

らすると,仕事は探せばあるし, 1週間のうち2日

か3日 働けば食べて行けると言うのである。分から

なくなって来たので,初めにもどって聞いてみた。

「おれが定職を持っている事が不思議なのか,なぜ

あんなに驚いた顔をしたのか。」 彼は「いや一,何

かお前がえらく早く自分の定職を決めたように思え

たから……。」と言う。私は大学生活以上に大学院生

活が長くあったし,その問いろいろの仕事はしてい

たものの,大学時代の同級生に較べると,定職につ

くのはずっと遅く,その年着任してやっと自分の定

着した職場を持てたという感 じを持っていたので ,

ジョーのこの言葉はまた分らなくなって来た。さら

にジョーに耳を傾けてみると「おれは最近になって

やっと自分の仕事をこれにしようという実感が湧い

て来た。自分の生活,生きる方向のようなものがつ

かめて来たんだ。おれは作家になるんだ。 ロスには
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その仕事を探 しに行く」と言うのだ。「はは一,そ

れはお前が作家という特殊な仕事に興味を持ってい

たので,な かなか決心がつかなかったんじゃないの

か一?」 私は少し分った気がして来た。「そうかも

知れない。だがそうでもないとも言える。友達の多

くはやっぱり定職につくまでいろんな事をやるよ。」

彼によると,少 くとも彼の周囲では大学を出てすぐ

に定職を持っという事はめずらしい事のようだった。

2転 ,3転してようやく状況が分かり始めた。どう

やら彼にしてみれば,定呻を持つという事は,一種

の人生を探しあてるというか,生きる場を定めると

いうような意味を持つらしい。心理学的に言い換え

るなら,自 己の発見に連なるものらしいのである。

心理学者でもない彼が,ま じめに言うのだ。それで

も私は作家をめざしている彼にして考えられる事だ

と思って,今度は同じ住人の植木屋ジムに聞いてみ

た。「おまえはどうなんだ。植木屋という定職を持

っているんだろう。独立してやっているんだから,

もう長いだろう。ジヨーの言うような事を考えるの

か。」自称ブルワーカーの彼は応えた。「植木屋は

つい 1,2ケ月前に始めたばかりだ。今植木屋が確

かに気に入っている。だけどこれが自分の定職にな

るかどうかは分らない。」 彼は大学を卒業して自分

の気にいる仕事が見つかるまで,あ るいは自分の気

にいる生活が見つかるまで,仕事を変え,土地を変

えて,自 分の人生を探すというのだ。国内にとどま

らず,多 くの者が国外に出て行 く。大学を卒業する

と海外に出て自己を見つめるのが当然かのような感

覚さえ持っている。自称ブルーワーカーの面々が実

に心理学的なので驚いた。別の例でE salenで下働

きをしながら勉強していたロジキーという男力れヽ る。

彼は東部で高校の教師をしていたが,教育の現場で

多くあ教師が生徒の人間性の開発という事を忘れ ,

ただ管理的な目で生徒を見,成績でのみ評価をして

行くという事実にうんざりして,彼はイージーライ

ダーになった。貯金をはたいてオートバイを買い ,

気ままな旅を続けて,大陸を東から西へと渡って来

てE salenへ たどりついたらしい。長い旅の木 ,彼

はそれまでの教育に満足ができなかった部分をもう

一度たたきなおし,自 分の考える教育,思想,生活

を実現できるめどがつきそうになったのだ。「自分

の人生が見つかりそうだった。だからオートバイを

捨てた。今自分の人生を持っている。」彼は誇らし

く言った。

文字通り,人生を旅する彼ら,行動的なアメリカ

人という事を考えれば,想像のつかない事でもない

が,彼 らの旅はそれだけではなかった。心理学でい

う
｀
自己の探求"自 己への旅路にも非常に強い関心

を持っているのに驚いた。自己探求を援助する精神

的エキササイズや場を提供する組織や機関が実に多

く種 様々々にあった。ヨーガ,ズブ ドー,To M・ ,

T.A.,Radi x, Gestalt Meditation,Beioe―

nergetic GroupI Basic Ercounter Group

等々,宗教に起源を発するものから,心理学,社会

学によるものまで数々あり,そ れらが公的な機関 ,

私的な機関,宗教的な機関それぞれによって,地域

社会の住民の生活に極めて近い所にあり,溶けこん

でいるのである。それらのグループはセミナーとか

ワークショップと呼ばれ,マイケルもそこの他の住

人も,そ の恋人達も,そ れらの参加を極めて日常的

なものとしていた。マイケルとジム,そ してその恋

人達は, ESTAと称されるセミナーに毎週通って

いたので,一度ついて行ってみたが,実に盛況だっ

た。フォード大統領が銃でねらわれたあのセント・

フランシスホテルの大ホールに会員が参集してイメ

ージを主体とした精神的エキササイズを行ない,そ

の体験を相互にしかも自由に分ち合う。私には何か

しら新興宗教の集会のようにも映ったが,彼 らはき

っぱりと言った。「これは宗教ではない。自己を磨

く精神的エキササイズだ」と。マイケルはセミナー

に出るようになって,他人に対してより自由になり,

同居人との関係を始めとして,種 々の人間関係がと

てもスムーズになったと私に語ってくれた。彼は独

立して映画を作る芸術家だが,それによって自分の

仕事もより創造的になっているとも言った。

方法が何であれ,そ してそれらの方法を通 じて
,

彼らがどこに到達して行くかは別にして,ジ ョーと

の対話をきっかけにして,私はアメリカの私と同世

代の人々が,外的にも内的にも行動的にも精神的に

も,と にかく自己への探求に高い興味を示している

事を目の前にした。

60年代は「激動の若者
:の

時代であった」とよく言

われる。主役はヒッピーと反体制の活動家であった。

反体制の象徴としてひげをはやし,マ リファナとロ

ックに酔い,そ して反戦を闘った。マイケルもその

典型的なひとりだったようだ。かってはあのウッド

ス トックで彼もけたたましくドラムをたたいていた

そうだ。愛を歌い,平和の闘いに直接的にも挑んで

-2-


